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要 約

ホルスタイン種乳用子牛において多鼻を発症した１例に遭遇した。多鼻は発生が非常にまれな鼻孔の過剰形

成であり、今回の症例は鼻孔が上下に形成されていた。上部の鼻孔は小型円筒形で単鼻孔であり、下部の鼻孔

は外見上正常であった。バケツによる哺乳時、単純に開孔している上部の鼻からの誤嚥の危険性が感じられた。

他に機能異常や奇形がないかを評価するため約２カ月間経過観察を行った後、形成手術を実施した。

術後の生育は順調であり、成牛になるまで飼養された。受胎性や産乳性などの生産性について調査したとこ

ろ、初回分娩は生後２７カ月齢に行われ、初産時３０５日間乳量は５，３３５kgであった。以上のように、本症例は乳用

乳牛としての能力に問題はなく、当農場の生産性に貢献することができた。
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多鼻は、発生が非常に稀な鼻の先天性過形成である。

胚子期において、外鼻孔と鼻咽頭の上皮は一対の鼻プラ

コードから形成される［１］。本症の発生原因は不明であ

るが、この時期に鼻プラコードが分離または過剰に発生

して、多鼻になることが考えられる。

脳内に存在する黄体形成ホルモン放出ホルモン

（LHRH）を産生する細胞は鼻プラコード由来であり［２］、

鼻の奇形がある場合は LHRH分泌の過不足などにより

繁殖障害を発症する危険性も考えられる。

また、過剰に形成された鼻孔が鼻腔に通じている場合

は誤嚥やそれに継発する呼吸器感染が起こりやすく、こ

のような奇形子牛の多くは飼養されず、淘汰されること

が多い。

今回、多鼻を発症したホルスタイン種乳用子牛１症例

に遭遇した。異所性に形成された上鼻孔を閉塞する鼻形

成手術を実施し、その後の経過を乳牛としての生産性に

貢献できるかどうかの観点から調査したので概要を報告

する。

症 例

症例は胎齢２８１日齢で自然分娩により出生したホルス

タイン種乳用雌子牛である。「出生時より鼻が３つある」

との禀告で生後２日齢に診療依頼された。初診時、鼻が

２つ垂直に形成され、上部の鼻（上鼻）は小型円筒形で

単鼻孔であり、下部の鼻（下鼻）の右鼻腔上方に位置し

ていた。下鼻は外見上正常であった（図１）。下鼻は刺

激により鼻腔を閉鎖することができるが、上鼻はできな

かった。呼吸時、上鼻及び下鼻ともに通気を確認した。

他に奇形がないか、また飼養に供することができるか

調査するため、５１日間経過観察した。バケツによる哺乳

時、上鼻からの誤嚥の危険性が認められたが、他に異常

は認められなかった。

術前に頭部レントゲン撮影を実施した。上鼻には鼻骨

や鼻甲介は確認できず、上鼻の鼻腔が下鼻の鼻骨前突起

側方で、背鼻道へ開口している像が見られた（図２）。
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手 術

５３日齢で上鼻孔を閉塞する鼻形成手術を実施した。子

牛を仰臥位にして頭部を保定し、２％キシラジン（６０

mg）による鎮静後、２％塩酸リドカインによる局所麻

酔を実施した。上鼻孔周囲の皮膚を T字に切開した。

軟骨性洞構造物を呈している上鼻孔を鈍性に剥離しなが

ら、背鼻道開口部付近にて切除した。開口部を収束結紮

し、術創を縫合して閉創した（図３）。

感染を予防するため、ベンジルペニシリンプロカイン

（１５０万単位）の全身投与を４日間行った。創の癒合は

順調であり、術後７日目に抜糸した（図４）。

生産性に関する調査

術後、バケツによる飲水や飼料の採食に際して誤嚥等

を発症する様子もなく、肺炎などの呼吸器疾病にも罹患

しなかった。その後の発育は順調であった。

生後１８カ月齢時、人工授精により受胎し、生後２７カ月

齢で雌子牛を分娩した。分娩した子牛には、多鼻に関連

した奇形は見られなかった。本症例を飼養した農場にお

ける平均初産分娩月齢は、生後３０カ月であった。

初産時の産乳性にも問題はなく、初産時の３０５日間乳

量は５，３３５kgであった。本症例を飼養した農場におけ

る初産牛の平均３０５日間乳量は５，６５３kgであった。

考 察

本症例では、異所性に形成された上鼻孔が比較的小さ

く、鼻骨や鼻甲介などの構造を伴っていなかったため、

上鼻孔を閉塞する鼻形成手術を比較的容易に実施するこ

とができた。

手術前に、約２カ月間の観察を通して、他に奇形がな

いこと、無処置にしておくと上鼻から誤嚥するリスクが

高いことなどが確認され、手術による治療が必要である

と考えられた。術後、誤嚥等の所見がみられなかったこ

とから、鼻形成手術によって、上鼻からの誤嚥や呼吸器

感染のリスクが減少し、その後の正常な発育がえられた

ものと考えられた。

LHRH産生細胞と鼻構造との由来が同一であること

から、鼻奇形により LHRH分泌の過不足に関連した繁

図１ 小型円筒形で単鼻孔を呈する子牛の上鼻（生後２日齢）

図２ 子牛の術前頭部レントゲン撮影像
上鼻の鼻腔が下鼻の背鼻道へ開口している。
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殖異常が危惧されたが、本症例では正常な受胎・分娩が

可能であった。このことから、本症例では LHRH分泌

に関連した繁殖性の問題は、少なくとも臨床的にみられ

ないと判断された。さらに、産乳性にも問題はなく、本

症例は他の正常乳牛と同様に農場の生産性に貢献するこ

とができた。

多くの奇形子牛はその外見上の異常や将来的な機能障

害の可能性から淘汰される場合が多いと考えられる。鼻

形成手術によって、その後の生育に障害を及ぼす要因を

排除できる可能性が高い場合には、積極的に治療するこ

とが経済的にも有益である可能性がある。
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図３ 子牛上鼻の形成切除術
皮膚切開後（左）および上鼻切除後１４G留置針を挿入し開口部を確認する（右）。

図４ 術後翌日（左）および生後１８カ月齢の子牛の鼻の外貌（右）

１２ （４７４）

北 獣 会 誌 ５７（２０１３）


